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ら
に
よ
勺
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さ
れ
と
テ
ロ
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れ
ま
ご
の
一
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ロ
対
処
の
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り
方
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き
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変
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い
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第
一
に
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及
川
統
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が
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展
し
、
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内
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カ
ネ
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情
報
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拶
動
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が
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り
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す
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司
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ず
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し
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後
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ま
旬
、
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内
の
拷

動
が
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州
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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執
行
管
轄
権
は
各
一
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に
あ
る
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の
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度
的
な
ず
れ
を
匡
越
し
た
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境
犯
罪
や
テ
円
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ス
ト
・
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ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
祥
易
に
想
定
さ
れ
た
い
そ
の
た
め
、
ス
ト
ラ
ス

た
め
、
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ー
ル
に
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ェ
ン
ゲ
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情
報
、
ン
ス
一
ナ
ム
を
設
直

L
、
ケ
什
亙
の
犯
拝
者
ヤ
ノ
わ

方
小
明
者
向
清
柑
を
共
/
刊
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ヱ
ン
ゲ
ン
情
報
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ス
テ
ム
は
一
定
在
茂
町
い
い
の
成
果
チ
一
半
げ
て

お
り
、
廿
時
局
犯
罪
は

U
H劫
で
は
な
い
こ
と
が
一
υ略
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

各
区
の
法
執
行
機
関
の
能
力
の
差
や
、
電
子
化
さ
れ
て
い
な
い
「
や
さ
と

情
報
の
交
換
一
の
欠
如
、
さ
ら
に
持
国
法
制
反
の
ず
れ
、
ま
た
ア
日
対
処

に
亘
更
な
役
割
を
来
た
す
治
安
維
持
機
関
や
情
松
山
料
開
の
協
力
は
必
ず
L

も
す
べ
て
の
加
盟

i
c進
ん
で
い
る
わ
け
で
叫
な
い
。
ま
た
、

C
、ノ問

年
、
二
ひ
の
一
七
年
に
加
盟
し
と
一
一
ヶ
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
丙
欧
諸
以
の

法
執
行
機
関
と
は
制
度
的
に
も
文
化
的
に
も
宍
な
っ
て
お
り
、
腐
敗
や
柑

る
、
:
う
し
と
加
県
民
聞
の
能
力
的
格
圭
は
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テ
ロ
対
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カ
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と
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レ
ベ
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力
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き
く
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わ
っ
た
の
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一
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九
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-
一

E
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メ
リ
カ
に
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け
る
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っ
た
。
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O
へ
い
二
年
末
に
、

E
U
は
C
F
S
P
の
枠
組
み
ご
、
す
べ
て
の
加
盟
斗
に
対

L
、
対
一
つ
口
条

約
の
批
准
と
履
ノ
イ
キ
」
訴
、
ぇ
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
関
連
す
る
資
企
の
凍
結
、

E

U
共
通
逮
捕
状
行
。
ヨ
ヨ
ヨ
シ
コ

2A
戸

2
2コ
ヰ
の
設
置
、
テ
つ
の
共
通

疋
義
の
設
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一
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の
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の
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准
と
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れ
と
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っ
た
共
通
ア

ク
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ヨ
シ
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起
L
、
二

C
O
一
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に
は
枠
組
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決
議
と
よ
ば
れ
る
法
的

拘
束
力
の
あ
る
よ
書
を
採
択
し
た

L
か
L
、

E
rの
ア
ロ
対
処
戦
時
を
ー一
平
格
化
さ
せ
た
の
は
、
皮
角
な
こ

と
い
吹
州
各
V
い
の
分
裂
で
あ
っ
た
。
今

C
C
一
レ
牛
肉
ア
メ
リ
カ
が
T

占
守す

る
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
、
人
量
破
壊
民
器
の
査
察
柿
続
を

主
張
す
る
仏
独
と
、
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
?
使
を
や
む
な

L
と
す
る
英
伊
品
川

と
の
聞
に
牛
ま
れ
た
深
刻
な
亀
裂
は
、
ょ
、
つ
や
っ
と
立
ち
卜
が
っ
た
及
州

安
会
保
障
防
倫
政
投
(
計
三
G

官
民
ヨ
凶
作
内
ミ
ユ
可

2
2
)
1
2
2
3二
(
J

何
日
ロ
ー
一
の
行
く
卜
不
に
暗
主
ゃ
だ
ち
こ
め
さ
せ
、
欧
川
川
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

安
全
保
陣
問
地
に
対
し
て
将
響
力
を
持
つ
市
}
と
が
同
雑
で
あ
る
-
一
と
が
明

こ
の
欧
州
内
ご
の
分
裂
を
回
遊
寸
べ
く
、

E
U
の
外
父
上

級
代
表
C
あ
り
、

R
S
D
F
を
取
り
ま
と
め
る
責
任
を
持
つ
ソ
ラ
十
が

リ
ー
ダ
ー
ン
ッ
プ
を
党
揮
し
、
杭
め
亡
の
欧
州
i

久
全
保
障
戦
附
と
な
る
「
ソ

ラ
ナ
ペ
ー
パ
ー
」
を
ま
と
め
た
こ
こ
の
メ
ラ
ナ
ペ
ー
パ
ー
の
特
飯
と
L
て、

従
来
の
軍
事
ん
に
依
存
十
る
安
全
保
障
攻
略
で
は
な
く
、
紛
争
地
の
附
安

団
信
平
山
す
印
構
徒
、
一
ヲ
ヨ
ヤ
組
織
犯
罪
内
対
処
イ
ヲ
る
た
め
の
医
境
管
理
や

雀
祭
協
力
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ァ
ト
在
安
全
保
障
」
に
軸
圧
を
置

い
て
い
る
占
が
あ
る
。

f
ラ
ク
段
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
り
、
及
川

各
凶
の
慌
の
官
全
似
障
戦
略
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
同
一
眼
を
亘
机
J
9
る
「
ト
人

丙
祥
、
一
平
義
一
一
〉
己

E
F
E
)
」
:
一
欧
州
内
独
自
主
右
一
重
侃
寸
る
「
欧
州
よ
義

(開

c
g
u
E
E
E
)
」
に
分
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一

C
C
四
年
に
衿

え
た

μ
U
の
東
方
拡
大
を
踏
ま
、
X

亡
、
新
規
加
盟
凶
の
安
全
似
附
レ
し
の
懸

念
で
あ
る
口
、
ン
ア
の
脅
威
へ
の
対
抗
ー
と
、
既
存
の
加
問
川
直
の
口
、
ン
ア
と
の

積
椋
酌
な
協
h
A
と
鮮
済
相
互
依
存
へ
の
要
望
と
の
パ
ヲ
、
〆
ス
を
緋
持
す
る

こ
レ
一
は
困
排
で
め
り
、
税
了
し
た
安
九
+
保
障
戦
山
町
を
構
築
す
る
に
は
税
+
出

い
状
川
で
あ
っ
た
。
こ
う
L
た
ω
ご
、
此
存
の
加
同
国
ー
と
析
悦
加
盟
凶
、

大
内
、
川
汁
王
設
と
立
州
ヱ
義
の
宵
ハ
々
が
共
有
で
き
る
f
L
A

全
保
除
卜
の
島
成
が

一
ゆ
)

ア
円
で
あ
っ
た
)
ま
た
、
新
規
加
同
国
の
国
内
ガ
パ
ナ
ン
ス
の
問
題
、
ー
と

り
わ
け
行
政
組
織
の
府
政
や
汚
職
、
ヨ
局
管
瑚
の

H
さ
な
と
が
問
題
}
一

な
っ
て
お
り
、
ゾ
ラ
ナ
ペ
ー
パ
ー
で
テ
円
対
処
を
強
調
す
る
こ
と
は
、

γ

杭

北法印(2'124)462

ら
か
に

L
た



規
加
問
司
刊
に
強
い
メ
ソ
h
I

ジ
を
発
す
る
こ
と
も
邑
因
さ
れ
て
い
ム
/
一
一

こ
の
よ
う
い
、
各
凶
川
ド
パ
ラ
パ
?
で
あ
っ
た
安
全
保
障
戦
略
を
つ
な

ぎ
L

し
め
る
椅
糸
と
し
て
テ
日
汁
処
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
し
し
で
、
「

ι
U
円
安

土
保
防
戦
略
H
一
ア
ロ
対
処
」
と
い
っ
た
一
て
ム
ア
ン
ス
す
ら
培
つ
よ
う
に
在

り
、
吹
川
レ
ベ
ル
で
の
テ
ロ
対
処
の
枠
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
く
一
一
と
と

な
る
。
こ
、
つ
L
た
動
き
に
更
な
る
拍
車
を
か
け
た
の
が
二

C
C
四
年
三
月

二
0
0
五
年
七
月
十
日
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る

け
の
マ
ド
リ
ソ
ド
、

ア円い杯、丸町つ
b
h
~

。

す
で
に
一

0
0
一
年
の

F
メ
リ
カ
同
時
多
発
一
ア
リ
の
関
係
者
が
N

イ
ツ

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

ロ
ン

1
ン
発
的
抗
t
T
機
に
爆
発
物
を
持
ち
込
も
ろ
と

L
た
テ
ロ
リ
ス
ト
が
拘
束
さ
れ
る
な
と
、

E
r山
崎
内
に
も
ア
ル

h
イ
ダ
に

閃
供
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
が
治
伏
し
亡
い
る
司
能
性
は
強
く
指
抑
さ
れ
亡
い

た
が
、
こ
れ
ら
の
ア
ロ
リ
ス
!
の
撚
的
は
、
欧
州
域
川
と
い
う
よ
り
は
、

ご
拘
米
さ
れ
た
り
、

ア
メ
リ
カ
に
向
い
た
も
の
と
一
般
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
}
し
か
し
、
マ

マ
り
y
γ

で
の
一
ナ
ワ
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
参
加

L
、
ア
メ
り
カ
キ
」
支
援
す

る
ス
ペ
イ
ン
ア
ズ
づ
ル
政
権
の
是
非
を
め
く
る
総
選
世
の
声
前
に
起

二

J
C
お
旬
、

ロ
ン
ド
ン
で
の
テ
円
は
グ
レ
ン
イ
グ
ル
(
ス
で

G
自
サ

ミ
ソ
ト
ヂ
一
行
っ
て
い
る
長
白
の
出
一
氷
山
叶
で
あ
っ
た
=
こ
の
よ
う
に
、

リ
ス
ト
の
標
的
は
ア
メ
リ
カ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
欧
叶

各
区
も
|
分
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
、
自
ら
の
問
題
ー
と
し
て
テ
ロ
対
処
を

ゲ
一
め
な
け
れ
ゴ
&
ら
な
い
こ
と
が
明
確
に
認
識
さ
れ
売
…

し
か
も
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
ロ
ン
ド
/
の
一
つ
ロ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と

は
異
な
り
、
テ
リ
対
処
の
ん
故
を
注
め
る
上
で
多
く
の
問
題
を
ぶ
唆
し
て

い
た
ご
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
?
口
は
、
外
一
週
人
に
よ
る
テ
ロ
で
は
な
く
、

け
阿
川
氏
ヘ
国
籍
企
持
つ
市
民
)
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
出
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
移
民
系
の
市
民
に
よ
る
二
c
ヨ
そ
モ

2
コ
ア
リ
(
口
庁
い
で

と
ま
れ
育
う
た
テ
ロ
リ
ス
↑
に
よ
ふ
テ
ロ

J

は
、
外
語
に
お
い
て
テ
ロ
リ

ス
ト
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
ご
も
同
籍
を

持
つ
一
白
困
民
で
め
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
国
境
管
理
の
強
化

と
い
っ
た
方
策
だ
け
で
は
刻
応
仕
切
れ
な
い
問
担
で
あ
る
ま
た
、
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
、
『
ハ
内
の
移
民
系
社
会
に
お
け
る
差
別
や
不
公
平
感
が
、
込

激
人
法
思
想
を
明
、
え
る
宗
教
指
導
者
へ
の
支
持
を
出
め
た
ょ
っ
に
、
同
内
に

お
け
る
社
会
統
合
を
め
く
る
問
題
を
解
決

L
な
い
限
?
リ
、
出
C
E
η

宮

c
z二戸

ナ
口
を
撲
滅
す
る
こ
と
が
困
維
と
な
り
て
い
る
。
第
一
に
、
マ
ド
リ
ヅ
ト

の
7
2
の
背
誌
に
は
、

V

イ
ツ
十
オ
ラ
ン
ダ
と
い
っ
た
広
域
に
広
が
る
一
フ

ロ
リ
ス

1

ネ
ッ
ト
ワ
ク
が
あ
り
、

アロ

ヨ
円
十
校
ご
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
)
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
た
内
'
で
あ
ゐ
け
伝
統
的
人
協

同
務
自
・
醤
察
な
凶
心
と
し
と
テ
ワ
対
処
で
は
、
凶
境
を

ιえ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ク
を
追
跡
三
一
フ
ロ
行
為
を
末
扶
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
F
あ
り
、

立
州
全
域
で
の
協
力
が
必
去
と
い
う
認
識
が
強
ま
っ
た
。
第
三
に
、
山
区

北決60(2. 125) 463 



ト

民
が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
な
り
、
的
ゆ
民
系
住
民
の
社
会
が
一
フ
ロ
リ
ス
ト
の
川
末

と
な
る
と
、
こ
れ
ま
む
の
及
川
各
川
が
近
め
て
き
た
牡
会
的
規
範
(
多
文

化
社
会
へ
の
証
一
石
件
や
莱
別
撤
出
に
な
ど
の
人
道
的
析
伯
)
ー
と
の
所
盾
守
札

際
が
/
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
貫
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ

。
。
一
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
は
「
愛
川
町
法
」
の
成
1
4
な
ど
、
悩
人
の

白
山
な
と
を
札
以

L
て
で
も
テ
円
対
処
を
推
進
イ
ヲ
る
姿
勢
を
見
せ
た
が
、

欧
州
で
は
何
人
的
白
出
ヤ
プ
ラ
イ
バ
シ
の
保
護
が
重
安
な
価
値
と

L
て

位
世
づ
け
ら
れ
亡
い
る
。
し
か

L
、
及
川
白
身
が
ア
ロ
の
標
的
に
な
る
F

)

と
で
、
果
た
し
て
、
そ
う
し
た
材
処
で
|
分
む
の
か
、
ー
と
い
う
疑
問
が
山
川

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

3

flil究ノ

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
め
す
る
べ
く
、

E
じ
と
し
て
は
布
め
て
「
対
一
づ

ワ
戦
川
町
(
門

czコ

d
Z
寸

2
2
コω
ヨヨ
-
2
Z
E
n↓

叩

)

表

L
、

R
r各
円
に
共
ヨ
す
る
-
ア
ロ
対
処
の
戦
時
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
/
を
明

ら
か
い
し
た
。
一
一
の

C
T
S
が
現
在
の

ι
U
の
テ
ロ
対
処
の
基
礎
と
な

J

ナピ

。
。
青
年
に
は
h

C
お
り
、
重
要
な
議
論
の
起
ト
」
と
な
っ
て
い
る

以
下
で
は
、
こ
の

C
l

5
を
少

L
詳
細
に
見
戸
、
い
守
」
、
っ
。

テ
ロ
の
{
疋
華
北

一ア
H
汁
処
の
枠
組
み
を
多
区
間

r構
築
す
る
に
当
た
っ
て
、
最
も
重
要

ご
、
品
も
囚
鄭
な
の
が
テ
ロ
の
主
義
で
あ
る
じ
誌
を
一
フ
ロ
リ
ス
ト
と

L
て

認
定
し
、
そ
の
人
物
な
い
し
は
生
川
を
捜
査
・
清
報
収
集
し
、
一
フ
ロ
を
ト
ド
ト

伏
、
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
拝
匡
が
共
通
し
た
テ
ロ
の
定
義
を
持
ワ
こ
と
が
肝

L
か
L
、
各
一
週
の
ん
主
人
+
保
障
の
認
識
上
の
相
違
十
、
れ
ゲ
白
斗
辺

北法印(2'126)464

要
で
あ
る

内
の
引
会
的
事
清
(
例
え
ば
ム
ス
ワ
ム
社
公
の
存
存
や
社
会
的
統
什
政
策

な
し
し
)
の
違
い
」
よ
っ
て
、
「
設
を
一
テ
ロ
リ
ス
ド
と
し
て
認
定
す
る
か

を
存
閥
的
に
今
止
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
)

し
た
が
っ
て
、

C
T
S
む
は
ず
ロ
ワ
ス
ト
が
「
誰

P
あ
る
か
」
で
は
在

く
、
「
何
を
す
る
か

-
E
い
う
行
為
に
よ
っ
て
定
義
す
る
土
い
う
こ
と
が

品
不
的
な
了
解
と
な
っ
て
い
る

d

じ

1
3
で
は
、
一
ア
ロ
の
一
般
的
な
歪
執

し
乙
し
て
、
「
匡
家
ゃ

h
際
機
関
に
刻

L
、
そ
の
人
什
告
脅
か
し
、
政
府
や

凶
際
機
関
い
何
ら
か
の
行
為
を
強
制
す
る
、
立
い
し
は
行
為
を
や
め
る
-
」

と
を
強
制

L
、
政
治
的
、
思
法
的
、
経
済
的
、
竹
会
的
構
造
や
不
官
疋
化

き
け
一
、
依
展
す
る
こ
と
を
月
的
と
す
る
む
為
と

L
C
い
る
リ
そ
の
中
で

も
具
体
的
な
テ
日
行
為
ー
と
し
て
、
以
下
の
要
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

)
伺
人
的
生
命
を
四
日
い
、
化
に
人
主
ら
せ
る
攻
快

(
二
)
何
人
的
身
体
的
統
一
件
に
対
す
る
攻
撃

(
一
一
)
誘
拐
な
い

d

は
人
質
を
と
る
こ
と

(
川
)
政
府
な
い
し

ι公
共
杭
説
、
交
迂
ン
ス
ア
ム
、
清
報
ン
ス
テ
ム
を



合
む
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
大
陸
棚
に
設
置
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
、
ム
、

パ
け
命
を
脅
か
す
か
重
人
な
経
済
的
損
失
を
も
た
ら
す
公
共
六
聞
な
い

ー
は
仙
人
資
産
の
破
境
的
行
九

一
主
航
空
段
、
船
舶
、
そ
の
他
の
公
的

V3a機
関
の
強
な

一
、
六
)
武
器
、
け
揮
発
物
な
い
し
は
牧
、
牛
物
、
化
学
兵
出
の
製
造
、
保
持
、

調
達
、
輸
送
、
供
給
、
使
則
、
い
ね
よ
ぴ
生
功
、
化
学
兵
器
の
研
究
開

発

(
七
)
牛
ム
川
を
危
険
に
与
ら
す
危
険
物
質
の
散
布
、
放
火
、
意
凶
的
な
洪

水、

原
発

(
八
〆
亡
命
を
危
険
に

z
hす
パ
¥
電
力
な
い

L
は
池
の
革
本
的
な
白
然

h 
、 資
{ 源

σ7 

か控
り 2
7 妨
ノ、'-i.;"

ロ

土な
もい

し
σ) ，:c: 

z誕
ヤデ〈
1，( ...l~ 

va 
脅と

寸
~ -
1♂ lη 

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

こ
れ
ら
の
テ
日
行
為
の
定
義

μ
、
一
)
れ
ま
で
区
際
的
な
テ
口
関
連
条
約

な
ど
で
も
{
止
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
大
方
在
問
題
と

L
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
実
際
に
そ
の

f
Aな
い

L
は
手
、
の
ノ
イ

為
の
意
区
が
明
円
に
在
、
わ
な
い
限
り
、
取
り
紛
ま
る
こ
と
が
で
き
企
い
、

と
い
う
」
コ
い
あ
る
)
刑
罰
や
軍
事
的
摂
従
と
い
っ
た
伝
統
的
な
抑
止
が
機

能
せ
ず
、
テ
け
リ
ス
ト
が
向
出
に
移
動

L
、
岡
名
性
の
高
い
イ
ン
タ
ネ
ソ

ト
在
と
で
の
通
信
手
」
ノ
町
、
つ
時
代
に
あ
っ
て
、
一
ア
H
へ
の
対
処
の
基
本
は
チ

防
が
川
心
と
な
る

)
L
か

L
、
行
為
な
い

L
は
行
為
の
意
図
や
基
準
に

L

た
ず
ロ
の
定
説
で
は
、
子
防
に
£
安
な
十
分
在
定
義
と
な
る
の
か
と
っ
か
、

少
人
ゆ
か
ら
ず
疑
問
が
桟
る
と
い
、
x
る。

対
テ
ロ
戦
時
の
論
点

対
テ
口
戦
略

(
C
T
S
J
の
μ

心
仁
は
「
戦
時
的
ョ
ミ
y
ト
メ
ン

f
」

と
呼
ば
れ
る
、
対
ア
ロ
対
処
の
政
策
的
大
目
標
が
封
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
実

刻
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
四
つ
の
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
〔
こ
の
「
戦

略
的
コ
、
、
γ
ト
メ
ン
ト
」
と
そ
の
手
段
こ
そ
が
、
地
時
点
で
の

E
U
各
説

が
共
有
で
き
る
一
7

U
対
処
の
中
核
で
あ
る
と
芯
え
て
問
題
は
な
い
だ
ろ

、引ノ
C

J
R
ー
略
的
コ
ミ

y
ト
メ
ン
卜
」
と
は
、
「
人
権
を
尊
重

L
な
が
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ド
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
明
い
、
ヨ

1
口
y
パ
を
安
ん
な
場
所
と

L
、
市
民

が
自
由
で
安
士
で
、
八
ム
コ
忙
な
領
域
で
牛
山
で
さ
る
こ
と
を
叶
能
に
す
る
一

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
戦
略
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
、
〆
ト
で
注
目
す
べ

き
は
、
人
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
点
が
含
ま
れ
、
安
全
で
あ
る
と
同
時
に
、

白
山
で
あ
旬
公
芹
ご
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
、
と
い
う
占
川
に
占
め
る
こ
と

ぞ
あ
ろ
う

U

こ
の
白
d

は
「
委
副
者
法
」
な
ど
に
え
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
が
叫
一

つ
一
つ
ロ
対
処
へ
の
理
念
と
の
伏
?
正
前
な
違
い
を
明
ら
か
に
し
亡
い
る
だ
け

北決60(2'127)465



ト

で
在
ノ
¥
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
ヨ
ロ
ノ
パ
に
お
け
る
テ
ロ
対
処
の

「ア

f
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
砕
立
し
て
い
る
-
)
と
を
不
唆
し
て
い
る
。

flil究ノ

享
宝
、
ア
メ
リ
カ
が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
容
は
飢
を
か
け
た
人
物
を
ア
メ
リ

カ
』
川
で
は
な
く
、
第
三
置
の
収
存
川
に
て
尋
問
す
る
際
仁
、
存
疑
円
を

乗
せ
た
飛
行
殺
が
及
川
域
内
企
通
過
す
る
こ
と
を
許
川
し
た
-
)
と
が
及
川

議
会
を
は
じ
め
、
各
区
議
会
に
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

に
向
か
う
旅
存
機
の
搭
来
者
の
作
所
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
リ
ス
ト
か
一
ア
メ

リ
カ
測
に
迫
迭
す
る
と
の
指
遣
を
ア
メ
リ
カ
政
的
が
要
請
し
た
際
も
、
プ

ラ
イ
パ
ン

l
m
侵
害
ー
と
の
北
判
を
受
け
、
ト
八
き
な
以
紋
を
巧
ん
だ
c

こ
の
よ
う
に
、
テ
ロ
対
処
に
お
い
亡
人
権
守
骨
E
一1
る
こ
と
が
、
戦
略

的
な
中
核
概
念
と
な
っ
て
お
り
、
及
州
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す

る
も
の
ー
と
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

R
U
と
他
川
門
(
と
り
わ
げ
ア
メ
リ
カ
)

と
の
共
同
行
動
仁
大
き
な
厄
冊
以
差
が
あ
る
7
/

一ぃ、ズ
r
で
つ
。

L
か
1
4
、
M
川
時

に
、
こ
の
戦
附
的
コ
、
、
ソ
ト
メ
ン
ト
の
中
に
は
「
ゲ

H
1
パ
ル
に
テ
ロ
リ

ズ
ム
l
y

一
戦
い
一
と
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
国
際
協
嗣
に
よ
る
テ
ロ
対
処
か

台
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
実
羽
す
る
た
め
の
ト
人
丙
洋
間
首
の

調
整
を
困
難
に
す
る
寸
人
権
を
尊
重
」
す
る
と
い
、
つ
も
、
つ
ひ
と
つ
の
ョ
、
、
ソ

f
メ
ン
ト
と
示
川
村

1
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う

」
の
国
m
h
協
調
と
人
権

尊
重
の
ト
レ

1
ト
オ
つ
の
閲
係
は
、
中
に

7
メ
ワ
カ
と
の
関
係
に
と
ど
ま

ら
ず
、
テ
日
対
処
い
お
い
て
、
人
権
よ
り
も
一
ア
ロ
清
報
の
ほ
長
を
優
先
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
辺
な
の
か
、
と
い
う
各
辺
正
の
ブ
ラ
イ
オ
リ
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ア
/
の
追
い
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
マ
ド
リ

y
ド
や
ロ
ン
ト
〆
に
お
け

る
一
フ
ヨ
が
、
ス
ペ
イ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
閑
じ
7

卜

r一紙一一転で

は
在
い
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、

E
U
の
対
テ
ロ
戦
略
に
お
い
て
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
は
帳
々
在
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
っ
、
た
だ
、
一

C
C
九

τに
発
川
比
し
た

t
パ
マ
政
維
は
グ

7
ン
タ
ナ
モ

基
地
に
お
け
る
「
敵
性
戦
闘
い
同
(
何
日
】

F
E
ζ
P
E
E
Eニ
)
」
の
収
存
を
見

直
!
、
「
此
作
戦
闘
員
」
と
い
う
阿
念
も
使
用
し
な
い
戸
}
と
を
明
言
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
前
政
権
と
は
刷
ハ
な
る
一
フ
つ
対
処
的
方
向
引
を
打
ち
出
し

て
い
く
と
見
ら
れ
て
い
る
ぺ
こ
れ
は
欧
州
各
河
か
ら
見
れ
ば
、
卜
述

J

た

矛
盾
が
緩
和
す
る
力
削
を
示
し
亡
お
り
、
テ
U
対
処
に
お
け
る
及
米
聞
の

認
識
や
手
法
的
相
違
に
よ
る
問
題
は
減
っ
て
い
く
と
回
い
わ
れ
る
〕
と
は
い

え
、
オ
パ
ウ
政
権
が
欧
州
と
完
全
に
一
致
す
る
と
い
う
保
院
は
な
く
、
今

後
と
も
対
米
関
係
に
お
い
て

μ
、
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な
る
叫
白
が
出

亡
く
る
で
あ
ろ
う

C
寸

5
の
!一
門
技
的
日
様
で
あ
る
戦
時
的
コ
ミ
ッ

1
メ
/
ト
を
壬
引
さ
せ

る
方
法
、
と
し
て
「
チ
防
活
2
2
5
c三
」
「
保
守
主

F
3
2
2
5三
」
「
迫
肋
・

告
発
ヲ
ミ
さ
そ
¥
プ

C
2
2ゴ
Cコ
)
一
「
対
応
(
刀

2
3
cコ
包
)
一
の
凶
つ
が
対
テ

ロ
戦
時
の
注
と

d

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
c

「
チ
防
」
し
乙

μ
、
ヨ

l
ロ
ソ
パ
の
み
な
ら
ず
灰
際
的
な
レ
ベ
ル
で
、
市



民
が
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
誘
惑
さ
、

rな
い
よ
う
、
役
不
と
在
る
原
因
に
対
処
L
、

市
民
内
通
激
化
と
ア
ロ
集
団
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
間
止
す
る
-
一
と
を
意
味

す
る
。
技
術
革
執
に
よ
り
、
一
ア
円
リ
ス
ト
の
移
動
が
容
易
に
な
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
y
ト
な
と
を
ヨ
じ
た
過
激
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
が
進
む
こ
ど

は
、
伝
統
的
な
一
国
L
ベ
ル
で
の
予
防
を
困
緋
に
さ
ぜ
て
い
る
{
L
た
が
ソ

亡、

ι
U
で
は
以
k

ー
の
課
題
に
重
九
を
置
い
て
下
防

J

日
動
を
行
、
っ
と
し
て

い
る-

イ
ン
タ
ー
キ
ソ
ト
の
乱
附
を
含
む
、
問
題
の
あ
る
行
為
を
摘
発
す
る

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

共
ヨ
ァ
プ
口
手
内
確
立

-
刑
務
川
や
宗
教
施
設
と
い

f
J

た
重
出
d

前
畑
点
に
お
け
る
扇
動
行
為
や

リ
ク
ル
ー
に
対
す
る
刑
事
罰
の
設
定

-
E
U
の
政
策
本
-
効
半
的
に

μ
空
一
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ー
一
一
ケ

ン
ョ
シ
戦
略
的
開
発

-
E
U
L
一
加
出
国
の
同
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
グ
ツ
N

ガ
パ
ナ
ン
ス
、

民
主
、
一
平
義
、
教
育
、
経
済
的
発
民
の
推
注

-
E
U
と
そ
の
他
的
地
域
の
正
化
問
対
拍
の
促
進
と
、
市
民
社
会
を
巻

金
、
込
ん
だ
対
副

-
感
情
的
に
な
ら
ず
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
議
論
す
る
語
葉
山
花
展

-
一
ア
ロ
対
処
に
閉
す
る
研
究
の
緋
続
と
経
教
・
分
析
結
果
の
共
有
に
よ

る
、
子
日
間
世
に
閑
ず
る
理
解
の
促
進

こ
れ
ら
の
課
題
奇
実
現
す
る
た
め
に
、

E
U
で
ほ
過
激
な
急
送
十
義
的

専
門
正
グ
ル
ー
プ
を
設
中

L
、
問
題
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
不

y
ト
サ
イ
ト
の

軒
視
や
過
激
な
活
動
家
内
監
促
な
ど
を
通
じ
て
、
一
ア
ロ
リ
ス
ト
の
、
才
ァ
ト

ワ
ク
の
分
析
奇
行
っ
て
い
る
コ
ま
た
、
テ
ロ
に
つ
士
が
る
資
金
供
給
を

す
つ
た
め
の
法
律
を
丹
国
で
調
整
L
、
過
激
な
急
造
ヱ
義
者
が
K
G
O
や

N
P
O
と
い
っ
た
新
織
い
隠
れ
亡
仁
勤
し
な
い
よ
う
、
記
平
利
的
に
巨

え
る
組
織
に
問

L
て
ち
、
そ
れ
が
意
同
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
の
防
相

を
進
め
て
い
る
ま
た
、
危
険
物
質
や
爆
哉
の
管
却
を
強
化

L
、
テ
ロ
リ

ス
ト
が
武
器
と
し
て
使
用
す
る
物
質
の
牛
rEと
流
通
チ
ェ
ー
ン
安
一
監
視
す

る
-
」
と
も
送
め
ら
れ
E
い
る
c

第
二
の
柱
ご
あ
る
「
保
護
」
と
は
、
一
週
境
、
交
通
機
閣
、
、
+
安
な
イ
ン

フ
ラ
の
安
全
確
似
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
イ
ン
フ
ラ
を
保
護
L
、

ア
ロ
攻
撃
に
対
す
る
脆
弱
性
を
蒋
減
す
る
こ
と
を
き
ぶ
味
ず
る
の
ア
げ
を
世

棲
抑
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
保
訟
を
強
化
す
る
こ
と
で
朴
会
ン

ス
一
つ
ム
の
最
低
限
的
確
保
を
円
折
す
こ
と
が
明
記
き
れ
て
い
る
コ
二
-
)
で

興
味
派
い
の
は
す
り
シ
ピ
y

ク
ヤ
サ
y
カ
1

ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
な

E
ち
?
三

-r
タ
ー
ゲ
ッ
ト
(
重
塑
性
内
高
い
腎
的
)
の
保
設
ー
と
い
う
よ

り
は
、
交
述
機
関
十
上
卜
本
道
、
発
電
所
と
い
っ
た
社
公
イ
ン
プ
ラ
の
保
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ト

授
が
一
亘
同
月
一
れ
一
、
い
る
点
で
あ
る
日
ち
弓
〔

EF
タ
)
ゲ
ソ

ト
を
軽
侃
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
マ
ド
リ
y
ド
や
口
、
〆
ド
ン
の
一
ヲ
ロ
が

通
勤
峯
で
尚
み
九
川
、
つ
鉄
道
や
地
下
鉄
、
パ
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

L
た
一
ア
ロ

で
あ
う
た
こ
と
が
色
波
く
反
映
さ
れ
わ
}
結
果
と
い
え
よ
う

E
U
の
一
保

護
」
に
お
け
る
諌
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 l立

flil究ノ

-
止
体
認

-t
ン
ス
テ
ム
の
特
一
人
に
よ
る

E
U
パ
ス
ポ
ー
ト

(
E
U各
当

発
ノ
仁
)
の
い
し
ヤ
ユ
リ
ア
ィ
強
化

-
ヴ
ィ
ザ
情
報
ン
ス
テ
ム

(
V
I
S
、
一
と
第
二
世
代
、
ン
?
〆
ゲ
ン
仙
報

ン
ス
テ
ム

(
3
7
5
E
)
の
侍
立

A
E
亡
の
共

E
R坑
管
辺
機
関
)
を
通
じ
た
R
亡
の
対
外

崎
界
的
特
の
効
来
的
な
リ
ス
ク
分
析
的
推
注

-U氏
苅
航
空
輸
送
、
港
湾
、
海
事
の
安
全
保
障
の
共
通
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ハ
門
青
山
の
履
む

-
『
向
。
コ
吉
川

-
十
安
イ
ン
フ
ラ
保
護
の
欧
州
プ
日
グ
ラ
ム
の
合
意

-
E
仁
?
と
共
同
体
レ
ベ
ル
の
研
究
開
光
の
成
果
利
川
町
の
長
人
化

こ
こ
で
明
っ
か
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ソ
〆
ブ
ラ
の
保
誌
や
同
埼
管

聞
は
幻
盟
到
の
宣
任
で
F
い
わ
れ
亡
お
り
、

E
rレ
ベ
ル
で
の
協
ん
体
制
は

ま
だ
|
分
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
既
い
述
べ
た
よ
う
に
、

斗
境
管
理
干
犯
川
井
者
情
報
の
共
有
、
情
報
機
関
の
協
力
な
ど
、
伝
統
的
在

凶
民
固
ま
体
制
の
ト

C
は
実
現
す
る
川
能
性
が
恒
め
ど
低
か
っ
た
ハ
A
U
引い

閃
し
て
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
が
発
効
し
て
一

c
f以
卜
経
っ
た
現

社
で
も
制
反
的
在
成
熱
が
な
さ
れ
た
と
は
一
円
い
が
ど
い
状
況
に
あ
る

第
一
の
柱
で
あ
る
「
追
跡
・
止
円
売
」
と
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
越
境
的
に
、

か
つ
一
グ
ロ
パ
ル
に
追
跡
し
、
段
併
す
る
こ
と
を
き
昧
す
る
け
ま
た
、
一
フ

ロ
リ
ス
ト
の
計
一
問
、
移
動
、
通
信
を
妨
げ
、
文
媛
、
ネ
ソ
ト
ヮ
、
ク
そ
か
く

乱
し
、
資
金
と
危
険
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
断
ち
、
裁
判
い
か
け
る
ご
と
を

主
味
す
る

P

実
際
の
政
故
と
し
亡
は
、
「
保
護
一
と
重
複
す
る
部
分
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
テ
ロ
の
社
丙
が
明
亡
で
あ
る
、
な
い

L
は
既
に
テ
ロ
リ

ス
ト
?
と
し
て
の
容
疑
が
確
定
し
亡
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
の
法
執
行
シ
ス

ア
ム
の
強
化
が
念
引
に
置
か
れ
て
い
る
c

こ
の
分
ぜ
で
の
亘
主
的
な
諒
題

は
以
ト
の
ヨ
り
で
あ
る
。
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-
川
内
対
テ
ロ
拍
置
の
。
ヒ
ア
評
何
を
通
じ
た
各
同
の
対
テ
ヨ
能
み
の
強

化

C
C
H
コ
月
間
二
口
P

-
開
己
主
主
開
E
C
]
「
三
と
共
川
規
状
分
恥
-R
ン
タ

三

2

Pコ
ゴ
巴
の
活
用
(
後
庄
参
匝
」

-
欧
州
証
拠
令
状
函
E
c
-
-
2
2
ヲ
E
E
R
宅

E
E
F
)
を
含
む
、
司

法
判
断
の
相
寸
本
認
の
更
な
る
促
進



-
既
存
の
法
制
反
の
属
行
ど
評
価
、
な
ら
び
に
関
連
す
る
一
旦
際
条
約
の

批
准

-
加
盟
匡
問
の
法
執
行
情
報
交
換
へ
の
「
可
用
性
的
原
則

(
Y
{
Z
E々

〔
〉
[
〉

Z
ニ
与
三
ζ
)
」
の
人
旭
川
刷

-
子
製
爆
弾
か
ら
ヰ
物
化
山
一
字
放
射
能
牧
物
質
に
い
た
る
広
範
な

初
日
や
武
器
へ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
ア
ク
い
で
ス
の
断
絶

-
介
意
さ
れ
た

E
U法
の
胤
行
に
よ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
資
金
供
給
の

断
絶
、

N
p
o
t
ク
タ
!
の
謀
用
の
阻
止
、
:
の
分
野
に
お
け
る

E

U
活
動
の
レ

Y
ュ
l

-
角
一
川
に
お
け
る
対
一
ア
ロ
能
力
の
由
化
在
優
先

L
た
技
術
支
接

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

こ
こ
で
は
既
与
の
組
織
や
制
ほ
の
強
化
が
豆
主
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る

h
d
が
買
味
深
い
点
ご
あ
る
c

こ
れ
ま
で

E
U
は
政
府
買
の
ム
ロ
芯
が
得
ら
れ

る
箆
同
で
緑
い
枠
組
み
を
設
定
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
除
々
に
強
化
す
る

こ
レ
一
で
、
効
来
的
な
一
ア
ヨ
刻
処
枠
組
み
を
構
法

L
亡
い
こ
つ
と
す
る
戦
略

が
見
え
る

U

こ
う

L
た
制
皮
構
築
の
手
法
は

E
U
が
他
の
政
策
領
域
で
も

展
開
し
て
き
た
や
り
方
で
あ
り
、
複
紋
の
王
位

K
一
不
を
横
断
す
る
枠
組
み

の
桝
築
手
法
と
し
亡
興
味
深
い
喜
例
と
い
え
る
一
出
で
も
、

E
U
が
近
午

夜
樟
的
に
活
川
畑
〕
て
い
る
子
法
が
「
ビ
ア
レ
ピ
斗

h
式
L

E
あ
る
。
こ

れ
は
、
同
じ
く
加
問
区
間
の
よ
化
的
、
制
度
的
、
相
会
前
な
差
兵
が
大
き

円で 台い
すあえ宇土
るtJ全会
住、 E 政
組加 E 策
みll1l2..の
で!'+'. I-ri-

予五日 J 昏
q一千二 日三:;， "(' 

2ば
いれ開， .匂 版

i王政き
EE巨l'L
JA調た
長格調
法で吃

手も方
段出入
Jわい

成ら ξ
ム方れ二
例て戸
ない E
とる?
を手己
苧法三

マ
ド
ワ
ッ
ド
で
の
テ
U
で
の
初
動
捜
査
で
各
凶
磯
崎
が
情
相
旧
日
ハ

有
に
借
料
酌
で
め
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
パ
パ
み
山
き
れ
た
「
可
用
刊
の

原
則
」
も
、
新
た
な

E
U
の
政
策
的
原
則
と

L
C興
味
泌
い
一
こ
h
イ
ま
さ

「
補
元
空
の
岬
則
」
や
「
造
的
生
の
尿
則
」
と
い
っ
た
、
政
策
執
行
に
お

け

る

般

原

則

と

L
て
、
す
ベ
亡
の
政
策
に
迫
州
き
れ
る
尿
則
存
一
作
り
、

E
U
の
カ
パ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
と
い
う
パ
タ

l
ン
を
取
っ
て

3
4
一が、

二
の
「
可
川
市
件
の
原
則
は
対
テ
日
時
略
構
来
過
程
で
牛
ま
れ
た
新
た
な

原
則
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
「
可
用
性
的
原
則
一
〉
一
円
按
杏
に

必
要
な
情
報
を
他
的
加
盟
国
が
保
有

L
て
い
る
場
九
円
、
当
核
加
盟
河
は
そ

の
青
報
を
J

品
に
利
川
用
可
能
に
し
亡
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
胤
別

で
あ
る
こ
こ
れ
ま

C
法
執
行
機
関
十
情
報
機
関
が
収
焦
し
た
情
報
は
、
国

家
安
全
保
昨
ト
、
段
使
な
情
報
と

L
て
保
持
さ
れ
、
他
の

R
r加
盟
凶
で

あ
一
て
も
、
そ
の
清
報
を
究
有

1
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
け

L
か

L
、

ま
た
、

北決60(2'131)469

そ
れ
で
は

E
U域
内
を
移
動
す
る
一
フ
つ
り
ス
ト
を
捕
捉
す
る
こ
と
は
不
叶

能
レ
一
な
似
た
め
、
「
川
用
性
の
原
則
」
が
'
疋
め
ら
れ
た
ぐ

l
d
か

え

こ

の

原
則
い
よ
っ
て
す
べ
ど
の
清
報
が
共
有
さ
れ
る
わ
け
ぞ
は
な
く
、
加
田
区



ト

{
疋
の
条
刊
の
卜
で
情
報
共
有
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
)
そ
の
条

刊
?
と
は
土
)
進
/
仁
中
の
提
杏
を
妨
げ
る
場
合
、
一
、
)
胃
根
源
や
個
人

の
身
体
酌
危
険
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
台
、
土
乙
情
視
の
秘
医
が

止
め
ら
れ
て
い
る
場
〈
円
、
一
凶

J

基
ー一
本
的
人
惟
と
個
人
の
闘
白
書
一
保
護
す

る
喝
台
、
の
四
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
回
国
は
各
凶
法
に
お
い
て
厳
格
な

デ
タ
保
譲
法
恥
を
確
一
リ

L
、
共
有
し
た
情
報
が
流
山
川
し
な
い
よ
う
、

最

高
の
努
力
を
す
る
こ
?
ど
が

主
務
付
け
ら
れ
る
一
こ
の
よ
う
に
、
「
可
用
併
に

の
凶
則
」
が
砕
す

L
た
と
は
い
、
一
へ
わ
叩
固
に
一
定
の
裁
量
権
が
あ
り
、

E
U
全
住
い
で
の
テ
ワ
対
処
枠
組
み
の
楕
築
の
困
雄
さ
が
伺
え
る

関
連

J

て
も
う
一
!
日
、

R
味
深
い
!
円
を
指
摘
す
る
と
、
欧
州
一
足
拠
令
状

と
い
う
析
し
い
引
組
み
が
場
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
申
す
で
に

C
:
一

年
か
り
欧
州
逮
捕
令
状

(
P
Z
E
2コ
E
Z己
更
さ
き
之
が
導
入
さ
れ
、

E
L
域
内
全
域
で
有
効
な
逮
情
状
を
奇
効
L
、
比
一
円
の
第
一
河
の
法
執
ノ
仁

被
問
で
あ
っ
て
も
、
逮
捕
、
拘
旬
、
収
容
が
可
能
に
し
、
犯
出
人
を
移
送

す
る
こ
と
が
可
能
と
在
っ
た
こ
れ
と
同
様
に
、
刑
事
事
刊
の
正
拠
、
丈

雪
、
デ
ー
タ
を
他
の
加
盟
国
仁
要
犬
'
す
る
こ
と
が
ご
主
る
、
と
す
る
什
組

み
?
と
し
て
立
州
証
拠
令
状
が
導
入
き
れ
た
r

唄
在
日
H

彩
行
期
間
)υ

攻
州

正
拠
令
状
は
、
新
た
在
三
此
拠
伎
得
を
要
求
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
法

執
ノ
仁
機
関
が
収
得

d

た
証
拠
に
対
〕
て
、
他
の
ね
同
副
が
そ
の
証
拠
を
要

求
す
L
こ
と
が
で
き
る
〔
た
だ
し
、
供
述
調
占
や
円
台
し
刻
一
行
の
官
著
書
は
請

l;t 

flil究ノ

こ
れ
は
R
U
全
岐
に
お
け
る
司
法
主
Td手
一
統
す
る
た

め
い
は
必
要
な
指
青
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
及
川
逮
捕
令
状
の
場
人

E
一

同
様
、
各
庁
い
の
司
法
判
断
が
異
な
る
場
合
、
単
一
の
令
状
号
発
行
す
る
こ

と
で
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
副
の
司
法
引
い
断
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

が
懸
企
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
や
ル
ー
マ
ニ
ア
と
い
っ
た
新

規
加
盟
匡
に
お
け
る
司
法
シ
ス
テ
ム
の
悔
敗
な
と
も
問
題
と
な
っ
て
い

北法印(2.13引470

ぃ
)
パ
ヨ
で
主
工
な

る

第
凶
の
柱
E
あ
る
「
対
応
」
と
は
、
連
帯
の
精
神
の
卜
、
テ
円
丘
学
の

結
果
を
最
小
化

L
、
一
プ
ヨ
が
起
き
た
場
合
で
も
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の

能
力
を
高
め
、
対
仙
の
調
時
げ
を
行
い
、
犠
牲
者
の
一
一
1

ズ
に
対
b
で
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
)
こ
で
は
、
一
ア
ロ
で
あ
れ
、

H
然
災
呈
円

で
あ
れ
、
起
こ
っ
た
状
刈
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
つ
れ
る
た
め
、
既
存

の
加
盟
羽
田
が
も
っ
片
山
山
メ
カ
ユ
ズ
ム
が
而
心
と
な
る
が
、

R
rレ
ベ
ル
ヴ

も
、
九
九
九
年
か
ら
発
民
し
亡
き
た
市
民
保
護
的
枠
組
み
が
環
境
総
「
周

の
下
に
あ
り
、
連
帯
基
余
百
三

-
E
=
7吋
寸
己
主
」
を
通
じ
た
資
金
供
与
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ご
の

一一旦
点
球
担
は
以
卜
の
通
り
で
あ
る
。

-
E
U
危
険
特
埋
詞
整
枠
組
λ
の
ム
日
立
と
支
援
活
動
手
続
き
の
確
斗

・
市
民
保
誌
の
共
同
体
メ
カ
ご
ズ
ム
法
制
の
再
検
討

-
攻
せ
f

い
対
処
す
る
能
力
構
徒
に
資
す
る
リ
ス
ク
評
恒
y
l
ル
の
辞
立



-U川
際
機
関
と
の
↑
ア
日
攻
防
下
や
同
然
災
胃
へ
の
対
処
手
法
の
調
世
一

-
ベ
ス
ト
・
ブ
ラ
ク
一
つ
ィ
ス
の
共
有
と
テ
U
被
害
省
と
そ
の
家
族
へ
の

支
援
「
訟
の
開
発

通
常
、

E
じ
が
関
与
す
る
問
題
は
わ
同
国
の
領
胤
を
制
え
る
問
題
で
あ

る
が
、
テ
リ
は
局
地
肘
に
起
こ
る
も
の
で
あ
旬
、
江
戸
境
を
越
え
た
大
規
模

な
災
乞
に
つ
な
が
る
ケ
ス
は
想
定

L
に
く
い
一

L
た
が
っ
亡
、
一
つ
口
恐

件
後
円
対
応
に
つ
い
て
は
、
十
と
し
て
わ
盟
問
が
対
処
し
、

E
じ
と

L
C

的
関
与
は
限
ら
れ
て
い
る

囚

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

対
テ
ロ
戦
略
で
、
戦
略
的
コ
ミ
ソ
ト
メ
、
/
ト
レ
一
「
十
日
♂
州
議
」
寸
追

跡
・
告
花
」
「
対
応
」
の
問
つ
の
柱
が
定
め
ら
れ
た
子
、
こ
れ
だ
け
で
は

政
京
ー
と
し
て
具
体
作
に
欠
け
る
し
た
が
っ
て
、

E
Uな
&
〉
ひ
に
加
問
凶

が
具
体
的
に
J

「
、
つ
べ
主
政
策
の
ア
ク
ン
ョ
ン
ブ
一
フ
ン
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ

に
某
づ
い
て
加
盟

i
の
市
動
状
況
を
定
期
的
に
レ
ゾ
ー
す
る
壮
細
み
が

以
り
れ
て
い
る

(
E
U
の
通
常
的
政
敏
決
定
の
流
れ
で
は
、
戦
川
町

r(定
ま
っ

た
後
に
ア
ク
ン
ヨ
/
プ
ラ
ン
を
採
以
ス
貝
体
的
な
行
動
を
収
数
さ
せ
て

い
く
の
ど
が
、
一
ヲ
ロ
対
処
問
題
に
つ
い
て
は
、
対
一
ア
口
戦
時
が
出
き
れ
る

前
の
二

0
0一
四
年
ハ
月
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
提
示
さ
れ
、
同
年

月
、
二
つ
つ
五
年
六
月
に
改
斗
目
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
c

こ
こ
で
は
大
き
く
七
つ
の
円
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
只
体
恥
を

下
位
境
目
に
綱
分
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
{
シ
コ
ー
を
誰
が
(
加
問
川

凶
、
一
議
長
凶
、
開
E
3
c
-
な
ど
の

R
仁
被
閥
、

E
じ
外
父
上
級
代
表
な
と
)

行
う
か
が
明

4
5れ
、
い
く
つ
か
の
イ
シ
斗
に
は
そ
れ
が
戸
5
J
A
L
れ
る

べ
き
時
期
が
記

5
れ
て
い
る
一
一
川
同
国
の
履
行
状
H
M
は
、
ヰ
十
年
ご
と
に
ノ
れ

わ
れ
る
レ
/
-
ユ

l
柑

E
誓
に
よ
っ
て
明
勺
か
に
与
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

R
U
刺
織
的
の
問
題
な
と
(
後
述
〆
に
阻
ま

れ
、
二

C
C
τ
年
一
一
月
以
来
公
哀
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
ア
ク
、
ン
ヨ

ン
ァ
ヲ
シ
は
現
在
で
も

ιじ
の
一
ア
ロ
対
処
の
ヨ
ハ
体
的
な
ガ
イ
ト
フ
イ
ン
、
と

し
て
機
能

L
て
い
る

ア
ク
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ノ
の
目
標
と
具
体
的
な
イ
シ
ユ
)
は
以
「
の
当
り
で

あ
る
つ-

C
σ
」2
F
E
O
】
河
際
的
コ
ン
ヤ
ン
サ
ス
の
深
化
と
河
際
的
努
力
の

強
化

的
一
国
辿
を
辺
じ
た
制
裁
-
予
防
の
強
化

22-
A
h
I
J
 

〆
れ
¥
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司
出
迎

J

川
諒
ゃ
ん
公
約
の
履

f
の
徹
底

匡
際
桟
問
、
地
域
機
関
と
の
協
力



トflil究ノ

(4) 

米
一
週
な
ど
と
の
一
一
直
買
協
力

-
C
E
め
の
言
。
日
テ
U
ワ
ス
ト
に
よ
ゐ
財
政
的
・
経
済
的
資
源
へ
の

7
ク
七
ス
の
低
減

ん川

ι
U
の
資
全
凍
結
手
設
の
的
化

ぬ
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
資
金
状
給
に
閉
す
る
官
制
共
有

必
チ
ャ
り
一
ア
ィ
組
織
な
ど
に
対
イ
ヲ
る

ι
U
の
戦
哨
の
策
疋
一
透
明

↑
に
の
川
上
な
い
ど
)

b
A
T
F
 
O
R
C
D
金
一
歳
活
動
作
業
部
会
)
と
の
協
力
咽
係

の
強
化

f円}

湾
同
と
内
政
治
的
技
術
的
対
一
↓
引
の
促
進

-
c
E
2
z
z
u
.
ι
じ
と
幻
開
匡
の
能

h
の
最
大
化

テ
ロ
対
策
的
法
制
化
の
促
進
と
履
行

何ミ
c
u
o
一
な
と
の
此
存
の
紺
織
の
最
適
化
と
効
パ
化

R
H
察
と
似
一
女
機
聞
の
経
時
制
共
有
の
た
め
の
メ
カ
ユ
ス
ム
の
必
善

イ
ン
テ
リ
ジ
寸
一
ン
ス
共
有
の
た
め
の
効
率
的
で
祖
織
的
な
協
調

テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
此
品
伏
給
ル

1
1
m
発
見
レ
一
巡
断

，~、.~;:;-'，、「
¥。ノ:. {S) (4)¥，'l) {Z) 

ι
s
D
P分
野
に
お
ド

J

る
チ
防
措
ぎ
を
今
川
め
た
概
念
枠
組
み
の

迫
則

-
C
Z
R
d
E
-
=
↑
・
一
直
陪
逆
輸
父
南
下
一
直
境
管
川
町

小
川
山

ι
U
の
交
通
機
関
但
何
百
ス
タ
ン
ダ
ー
た
設
定

r 

\~) (g) 

旅
存
↓
ナ
)
タ
の
交
換
と
分
析
に
お
け
る

E
U共
通
ア
ブ
ロ
1

4

H
七
域
外
同
へ
の

I
じ

A
O
ヘ
同
際
民
間
航
向
機
関
)
、

I
M

(4) 

O
(い
比
際
海
事
機
関
」
慕
準
の
隠
れ
の
要
求

港
湾
、
空
港
な
ど
の
河
境
に
お
け
る
テ
ロ
リ
ス
ト
と
瓜
お
花
見

コ
E
J首
ヒ

。
自
j
z
R
イ

(6) (0) 

第
庁
い
に
お
け
る

R
汀
市
民
の
保
誰
の
強
化

日
仏
、
重
一
安
イ
ン
フ
ラ
、
す
汁
業
イ
ン
ァ
?
の
保
護
と
防
相
聞

-
O
Z
尽
き
め
口

E
七
J
一
灯
盟
凶
の
ア
円
い
が
起
こ
っ
た
と
き
の
処
市

能
力
の
強
化

川
一
リ
ス
ク
許
価
と
リ
ス
ク
分
析

後
〉
発
兄
、
検
証
、

合
告
能
力
の
向
上

テ
ロ
の
結
呆
内
対
す
る
準
備

157
げ
の
時
結
の
マ
ネ
一
ン
メ
ン

1
R
R
5
1
2
E三
月
九

E
E民
間

2
月
三
)
、
'
阜
型
的
リ
ノ
ス
の
開
発

柑
-
且
十
人
法
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

日

." ¥J  

般
市
民
と
の
コ
、
、
ユ
二
う

1
ンヨ

./ 

f月}

研
究
開
発
に
よ
る
能
ん
強
化

-
O
Z
めの昨日
d

ぬ
凸
.
テ
ロ
リ
ス
ト
を
リ
ク
ル
ト
し
支
援
宇
品
要
因
へ

〉
ふ
川
恒
一
才
、

U
弁
当
男

の
宗
教
過
激
派
、
政
治
的
過
激
派
と
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
リ
/
ク
の

坤以査

北法印(2'134)472



{L} 

O
D
A
な
ど
の
効
半
的
な
活
用
に
よ
る
グ
ッ
ド
・
ガ
パ
ナ
/
ス

の
発
以

f勾

イ
ス
ラ
ム
世
界
ー
と
の
文
化
父
流
ー
と
相

π
瑚
解
の
推
進

-
C
σ
」2
F
E
O
叶
対
一
一
ワ
ロ
対
設
が
必
安
な
信
三
河
に
対
す
る
対
外
政

ザ
品
収(2) 0) 

技共
術 JcJ
文現
媛状

分
析
セ
ン
タ

よ
る
脅
威
分
析

国
際
協
厄
に
お
け
ゐ
対
テ
U
対
東
の
挿
入

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

こ
の
ア
ク
ン
ョ
ン
プ
一
ブ
ン
で
興
味
深
い
の
は
、
極
め
て
以
範
な
政
京
領

域
を
カ
バ
ー
し
亡
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
官
ハ
レ
ベ
ル
で
も
、
と
り
わ
け

E
U
レ
ベ
ル
で
も
、
政
京
耕
一
附
的
な
剤
散
ゆ
が
緋

L
い
、
ー
と
い
っ
片
で
あ
る
c

円
不
で
苧
っ
と
こ
ろ
の
縦
割
り
行
政
は

E
r
rも
存
在

L
て
い
る
が
、
政

東
部
門
別
に
統
A
け
を
進
め
て
き
た
E

U
の
場
合
、
ぜ
思
決
定

h
式
(
全
会

一
致
か
特
定
多
数
決
か
、
や
欧
州
委
員
会
と
加
盟
問
の
権
限
的
分
担
が
政

革
部
河
ζ

と
に
宍
な
っ
て
お
り
、
意
回
出
決
定
の
場
ぜ
あ
る
閣
僚
理
事
会
も

政
策
イ
ン
コ
に
よ
っ
て
財
務
相
到
半
会
や
ホ
人
道
川
唱
団
内
事
会
、
内
務
相
坪

里
ム
ー
な
ど
州
出
す
る
大
臣
も
担
当
す
る
省
庁
も
単
一
な
る
蹄
喜
久
μ
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
の
範
岡
で

L
か
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

J

た

が
こ
て
、
極
め
ど
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
ン
ッ
ブ
が
、
各
区
内
の
は
革
調
整
だ

け
で
な
く
、

E
U
レ
ベ
ル
の
調
整
に
小
川

4

欠
な
の
で
あ
る
が
、

E
U
に
は

ア
ロ
刻
箭
調
整
亡
の
ポ
ス
ト
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
選
を
巡
っ
と
幻
開
凶

聞
の
対
止
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
人
遣
す
ら
ま
ま
な
つ
な
い
、
し
と
い
う
状

態
が
起
き
て
い
る

)
E
U
の
一
ア
ロ
対
処
は

C
T
S
と
ア
ク
ン
ヨ
ン
プ
フ
ン

に
よ
っ
て
大
き
く
前
進
し
た
が
、
枠
組
み
が
し
っ
か
り
し
た
と
は
い
え
、

そ
れ
を
凶
行
し
、
日
棟
を
実
現
世
る
ま
で
に

u
ま
だ
ま
だ
ト
八
き
な
障
害
が

占
め
る
と
い
、
え
よ
、
つ
)

干T

日

U
の
テ
ロ
対
処
機
関

五

ナ
刊
対
東
調
整
官

卜
述
の
よ
う
に
、

E
L
の
対
テ
円
戦
臥
町
内

向山
で
さ
一
げ
ら
れ
た
政
々
な
政

東
レ
一
対
応
を
実
行
す
る
は
、
各
い
の
管
特
権
と
政
東
領
域
に
ま
た
が
る
だ

け
で
な
く
、
欧
州
委
員
公
の
政
数
の
総
局
を
ま
た
が
り
、
間
僚
理
事
会
的

各
担
当
理
き
ム
ム
の
枠
組
み
を
も
ま
た
が
る
た
め
、
強
力
な
政
策
調
査
能
力

が
求
め
ら
れ
る
け
そ
の
た
め
、

E

U
全
体
の
テ
H
対
日
東
を
調
藍
寸
る
ポ
ス

ト
と
し
て
テ
ワ
対
策
調
藍
宵
(
円
2
2
2
↓
さ
『

C
2
2
?
v
o主
ヨ
え
c
乙

が

設
国
き
れ

7
T
」
レ
一
}
一
な
っ
た
。
戸
}
の
ポ
ス
ト
は
マ
ド
リ
ソ
ド
庁
内
テ
円
の

直
実
に
聞
か
れ
た
及
州
埋
宇
会
で

ι
U
外
交
上
扱
代
表
的
下
に
設
置
さ
れ
、
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ト

オ
ラ
ン
ダ
内
内
務
副
大
出
を
終
段

L
た
ハ
イ
ス
・
デ
・
ヴ
リ
ス
士
山
戸
」
♂

骨
三
-2)
が
初
代
の
謝
料
ナ
同
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
テ
円
い
対
策
調
牲

h

は
、
加
盟
序
い
の
ア
ク
ン
ョ
ン
プ
フ
ン
の
注
捗
状
況
を
耽
視
し
、
ア
門
汁
処

花
力
、
か

l
ハ
刀
で
な
い
加
盟
副
仁
対

L
て
は
、
様
々
な
授
術
的
な
援
助
を
捷

快

L
、
第
三
川
に
対
し
て
、
一
ア
門
付
処
協
力
士
剖
整
す
る
こ
と
が
で
た
る

任
r
M
M

で
め
る
が
、
調
整
官
に
ト

7
x
つ
れ
た
権
限
は
限
つ
れ
て
お
り
、
そ
の

情
動
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
(
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
ず
議
論
L
て

き
た
よ
う
に
、
わ
同
凶
聞
の
主
同
日
ハ
が
大
き
な
問
坦
に
つ
い
て
、
強
制
的
ド

介
入
・
調
整
官
る
権
限
を
持
た
ず
、
あ
く
ま
で
も
仲
介
役
と
し
て
の
役
割

J

か
果
た
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
ョ
さ
ら
に
、
子
日
対
策
調
整
官

の
下
、
「
ク
ワ
ア
リ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
」
と
件
ぼ
れ
る
各
区
設
相
川
機
関
の
清

禄
父
換
ワ
キ
シ
グ
グ
ル
プ
が
設
置
さ
れ
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
認
定
と
資

産
凍
結
な
ど
の
手
段
が
説
諭
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
決
定
が
加
問
阿国

市
民
の
権
利
を
反
中
川
し
て
い
る
と
し
て
、
当
該
加
同
区
政
一
汁
や
立
州
議
会

議
員
が
欧
州
内
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
事
態
も
起
こ
っ
て
お
り
、
諜
却
問
機

関
が
位
百
保
持
を
理
由
に
証
揮
の
提
出
を
拒
む
こ
と
で
、
ト
人
主
一
な
論
争
が

ム

巻
き
起
こ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ

7
¥
い
る
。

ま
た
、
初
代
の
副
整
宵
で
あ
る
デ
・
ヴ
り
l
ス
が
三
年
の
任
期
売
仲
貯
え

た
後
、
半
年
以
卜
も
こ
の
ポ
ス
!
の
後
任
が
決
ま
ら
ず
、
欧
州
議
会
が
強

く
批
判
し
、
川
十
急
に
後
仔
を
伏
め
る
よ
う
に
求
め
た
こ
と
に
よ
っ
ピ
、
よ

flil究ノ

、
っ
ゃ
う
と
二

0
0
ヒ
年
九
月
仁
ベ
ル
ギ
人
の
v

ン
ル
・
ド
・
ウ
ル
コ
)
ヴ

(
訂
正

2
P
R
2の
-52)
が
任
命
さ
れ
る
一
)
と
と
な
っ
た
。
デ
・
ヴ
リ
ー

ス
は
欧
州
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

-
2
コ
2
2
2
2
ヨ
2

2
一
日
ミ
ヨ
己

ι=ω

一
で
の
講
視
で
、

E
U
レ
ベ
ル
で
の
調
整
は
進
ん
で
お
り
、
ド
イ
ツ

ヤ
イ
ギ
ワ
ス
に
お
け
る
テ
ロ
計
幽
を
半
枝
、
に
防
く
一
正
」
に
成
功
L
た
と
は

賛
し
ご
い
る
が
、
現
実
の
問
題
i

と
し
て
は
調
整
官
の
持
つ
住
限
が
椋
め
ど

以
ら
れ
て
お
り
、
川
間
各
一
週
が
自
以
内
一
プ
口
対
策
責
任
者
を
E
n
u
の
ポ
ス

ト
ド
山
す
二
と
を
た
め
ら
っ
た
こ
と
、
ま
た
わ
盟
凶
の
聞
で
制
整
官
が
し
と

の
在
度
の
権
限
奇
持
丸
、
加
盟
川
門
的
テ
ロ
対
敢
に
関
与
す
る
か
そ
め
ぐ
コ

て
認
識
の
追
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
ハ
ヶ
月
四
月
の
ポ
ス
ト
の
品目
片
今
一
止
み
出

L
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
コ

1
ヴ
も
就
汗
以
来
、

E
じ
の
ア
ク
シ
ヨ

〆
プ
ラ
ン
を
請
に
送
め
る
べ
く
、
様
々
な
抗
案
を
わ
っ
て
い
る
が
、
加
閉
山

斗
の
反
対
干
抵
抗
な
と
も
あ
り
、
。
。
七
年
に
各
詞
に
ア
ン
ケ

f
を
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送
っ
て
ア
ク
シ
↑
コ
ン
プ
ラ
、
〆
の
進
捗
状
況
を
確
認
し

C
以
来
、

。
ヘ
ノ
九

う年
な初
:1;， g~ 
t足;:
に至
ある
る 色ま

に

で
J) 

ア
./ 

ケ

ド

新

手
つ

去
で
え

な

よ

テ
H
対
日
東
詞
埜
寸
は

E
U
が
効
県
肘
な
一
ウ
ロ
対
処
を
わ
う
、
つ
え
で
不
可

欠
在
存
在
で
は
あ
る
が
、
人
選
の
問
題
を
含
め
、
ま
だ
加
出
各
凶
の
慌
に

十
分
な
認
識
の
共
有
が
な
さ
れ
亡
お
ら
ず
、
縄
張
り
争
い
に
沢
首
が
つ
い

亡
い
な
い
こ
と
を
ボ
峻
し
て
い
る

J



五

開

E
C℃
c-

『J
2
8
0
-
は
一
百
う
ま
で
も
な
く
欧
州
全
域
に
わ
た
る
警
察
協

M
機
関
で

あ
り
、

R
U
の
~
ア
口
対
処
機
関
の
白
核
に
位
置
す
る
紺
純
で
あ
る
こ

開口向。
U
E
は

7
1
ス
ト
ワ
己
ト
朱
約
の
発
起
に
伴
い
、
一
九
九
四
汗
の
麻

薬
按
査
協
力
ず
つ
ス
タ
ト
し
、

R
U域
内
の
也
境
臥
組
織
犯
罪
の
控

受
・
摘
発
を
丘
一
め
て
き
た

)
Lゴ
L
1
何
三
(
}
三
一
は
ア
メ
リ
カ
の

y
R
T

K
同
等
の
も
の
レ
し
し
て
匡
ら
れ

ω
傾
向
が
あ
る
が
、
開
E
C
u
c
-
白
身
は
県

立
栓
長
持
た
ず
、
叩
主
に
独
白
の
曲
面
察
(
Rも
年
在
し
な
い

1
2
0ぢ
c-
の

主
た
る
任
務
は
ず
l

タ
収
主
T

一
分
析
、
ま
た
集
裡

L
た
抱
杏
情
報
の
光
信

で
あ
り
、
各
刊
の
省
察
機
関
の
協
力
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
こ
と
が
中
核
的

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

計
三

CE-
に
同
名
阿
世
察
す
り
派
遣
き
れ
た
『

JC『

G
U
〔)一

「
E
Eロ
C
E
2
2
(
何
「
〔
)
)
と
呼
ば
れ
る
各
百
円
且
察
の
幹
部
級
ス
タ
ソ

フ
が
お
り
、
各
V]
の
機
関
し
に
連
絡
調
盤
を
〆
打
っ
て
い
る
。
開
号
。
旬
。
]
の
代

表
的
な
活
動
と
し
て
、
組
織
犯
罪
や
紅
会
秩
w
刊
に
対
す
る
脅
威
分
析
土

い
っ
た
「
戦
略
レ
ポ
ー
ト
」
と
炉
ゴ
れ
る
報
告
舎
の
作
成
と
、
犬
山
恥
椛
な

組
織
犯
罪
の
分
杭
が
あ
る
コ
こ
れ
ら
は
拝
匡
の
嘗
察
に
伝
達

5
れ
、
越
附
情

的
犯
罪
の
摘
党
に
効
果
を
茸
げ
て
い
る
(
テ
ロ
リ
ス
ト
情
報
な
ど
j

む
こ
う

た
ヲ
イ
ン
に
乗
せ
ら
れ
て
お
り
、
情
報
共
有
の
メ
カ
ご
ズ
ム
は
笠
つ
ど

い
る
と
汗
析
官
る

-
E」
は
で
き
る
。
ま
た
、
警
察
の
操
作
能
力
に
限
界
の

任
務
で
あ
る

あ
る
口
小
直
に
と
ワ
て
は
何
E
C
F
Z
-
に
よ
る
組
織
犯
罪
分
析
な
と
は
、
口

凶
の
能
力
を
保
管
す
る

h
力
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
c

し
か
し
、
各
匡
の
醤
一
信
協
力
を
進
め
る
上
で
、
大
き
な
困
難
と

4
っ
て

い
る
の
は
告
以
の
醤
摂
組
織
系
統
が
統
さ
れ
て
い
在
い
と
い
う
」
U

に
あ

る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
肇
察
組
織
は
き
わ
め
て
分
権
的
で
あ
り
、
ス

コ
y
ド
ラ
〆
に
ヤ
ド
が
ロ
ン
ド
ン
苧
視
庁
と
試
き
れ
る
と
お
り
、
そ
の

管
陪
は
ロ
ン
ド
ン
行
政
同
で
あ
り
、
補
助
的
仁
全
斗
的
な
犯
出
今
一
統
括
す

る
の
い
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
央
怯
権
的
な
警
察
組
織
が
有
在
し
、
九
十

凶
的
な
犯
出
の
訓
整
が
容
易
で
あ
る
c

ま
た
、
ア
プ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
、
ン
布
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
武
装
昔
察
(
フ
ラ

ン
ス
で
は
白
色
合

3
2目
。
、
イ
タ
ワ
7
で
は

n
p
Eヴ

E
2
-
な
ど
と
呼
ば

れ
る
)
が
存
す
忙
し
、
内
務
省
む
は
な
く
、
国
防
朽
の
組
縦
で
あ
る
た
め
、

2
 

他
国
内
一
杭
雀

円
滑
と
の
連
ほ
が
と
り
に
く
い
、
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
制
度
と

L
E
の
叶
報
共
有
の
メ
カ
一
一
ズ
ム
は
整
J

一
て
い
る
と
は

い、ん、

t
れ
だ
け
の
情
報
を
提
供
し
、
ー
ど
れ
ほ
と
他
凶
の
華
奈し
f

一
協
心
す

る
の
か
、
と
い
、
つ
問
題
は
、
各
川
の
事

I

尽
の
裁

玄
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

と
い
、
つ
問
題
も
あ
る
。
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般
的
に
、
苧
察
は
円
ら
の
足
で
絃
い
だ
育
禄
を

簡
単
に
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
白
ら
の
組
織
阿
部
に
保
持
す
る

組
織
丈
化
が
強
い
。
二
直
内
の
警
察
で
す
ら
管
轄
権
を
め
ぐ
っ
て
語
い
が

起
き

L
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
の
い
、
外
医
の
警
察
と
協
力

1
る
と
い



、
つ
こ
と
が
谷
誌
に
進
む
と
い
う
こ
と
は
考
え
仁
く
い
テ
U
対
処
に
問

L

て
は
ゥ
報
共
有
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
協
力
が
進
み
つ
つ
あ

る
E
は
い
え
、
外

μ籍
の
存
疑
占
的
E
m
視
や
逮
捕
に
関
し
て
、

μ籍
一
比
が

介
人

L
て
く
る
γ
で
つ
な
こ
と
が
あ
れ
ゴ
、

明
極
的
に
協
力
す
る
そ
チ
ペ
1

2
/

ヨ
、
〆
は
品
ま
ら
な
い
。
こ
っ
L
た
問
題
に
対
J
9
る
解

υ

決
は
こ
れ
か
、
い
り
の

説
題
ー
と
し
て
山
て
く
る

C
あ
ろ
う

J

トflil究ノ

五

H
W
C
回
。
]
戸

ω月

E
U
各
ヨ
苅
の
且
【
桜
協
力
が
何
E
C
E一
の
設
立
に
伴
い
、
二
正
の
制
民

的
進
展
を
見
せ
る
と
、
拝
区
ご
と
に
異
な
る
刑
事
法
の
調
整
の
必
要
件
が

」
宮
市
旬
、

E
U
全
域
に
わ
た
る
検
察
組
織
の
協
ん
が
必
要
と
な
る
」
と
が

。
。
一
年
の
稔
魔
的
組
織
犯
罪
協
力

か
ら
、

E
U
科
正
]
の
愉
祭
協
力
機
関
と
し
て
何
言
。
]
ロ
巳
が
発
足
し
た
。

こ
の
河
口
「
C
Z
己
は
品
加
盟
問
的
法
源
や
犯
罪
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
と
を

!一嗣マリ

L
、
情
報
提
供
を
行
つ
機
関
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
の
効
果
が
先
揮

き
れ
て
い
る
の
は
越
地
此
な
資
令
移
動
に
対
す
る
昨
視
と
一
品
点
的
引
組
み

に
お
い
て
で
あ
れ
リ
、
欧
州
委
員
会
の
詐
欺
対
策
局

(
C↓
2
4
ロ
C
2
1
2

一、

野
「

E
E
E
E
E
Z
E
C「
己
ソ
)

l
一
協
力

J

、
マ
ネ
ロ
/
ダ
ワ
ン
グ
を

明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

目
的
と
し
た
資
金
移
動
ヤ
テ

U
リ
ス
ト
の
資
金
ル

l
tト
の
解
明
手
」
ノ
打
つ
亡

ま
た
各
v
d
買
の
検
察
組
織
を
結
ぶ
、
欧
州
山
内
法
ネ

y
1
リ

l
ク

(開

E
。

uzこ
E
H
E
P
-
r
z
c
Z
E
Z
)
を
構
築
!
、
各
川
の
検
寝
組
織

の
巾
に
担
当
者
奇
設
け
、

H
4山
酌
な
述
絡
を
叫
能
に
し
て
い
る
。

何
ミ
ε
E
m
「
は
組
織
と

v

て
は
き
わ
め
て
緩
や
か
な
も
の
で
あ
り
、
基
ギ

的
に
は
各
阿
に
お
け
る
司
法
千
続
き
に
お
け
る
支
援
と
い
っ
範
凶
を
判
的
え

た
も
の
で
は
な
い
、
し
か
し
、
ヲ
}
さ
百
以
内
的
存
ん
什
し
r一R
J
N
が
構
築
さ

れ
た
こ
と
で
、
越
境
的
犯
罪
仁
お
け
る
各
一
週
法
の
，
霊
即
時
を
詞
盆
L
、

E
U

と
し
て
の
集
合
的
な
司
法
対
応
を
可
能
い
す
る
こ
と
で
、
テ
日
リ
ス
ト
の

県
在
・
枚
学
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
、
と
い
う
主
で
汗
'
U
す
る
こ
と
は
で
き

る
だ
ろ
、
つ
〕

し、

る

ま
と
め
一
多
国
間
テ
ロ
対
処
枠
組
み
へ
の
イ
ン
ブ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン

E
u
m
一
フ
ロ
刻
処
枠
組
み
は
、
当
扶
の
こ
と
な
が
ら
完
全
世
…
欠
の
も
の

で
は
な
い
玄
、
も
そ
も
完
全
虻
欠
な
ア
竹
対
処
な
ど
存
在
ど
な
い
)
ぃ

R

U
加
盟
区
聞
の
法
的
制
位
的
差
異
は
大
き
く
、
そ
れ
を
調
藍
寸
る

-Et一

は
栴
め
て
回
都
な
こ
と
で
あ
る
)
し
か
し
、
同
時
に
マ
ド
り
y
ド
、
つ
ン

ド
ン
で
の
テ
ロ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
拝
ヨ
ご
と
の
対
テ
U
政
世
だ
け
で

は
ず
ロ
を
未
扶
に
防
ぐ
こ
と

μ
rき
な
い
こ
と
も
明
り
か
で
め
り
、

E
U

北法印(2'138)476



と

L
て
の
対
処
の
必
要
佐
は
十
分
訟
誠
さ
れ
て
い
る
一
を
わ
が
対
一
つ
口
戦

略
や

F
ク
ン
ゴ
ン
プ
一
ブ
、
イ
と
い
っ
た
、
具
体
的
な
政
策
課
題
と
対
応
の
構

築
に
つ
な
が
っ
亡
い
る
し
、
テ
汁
対
革
調
整
宵
ャ
ヨ

-
S
E、
ロ
三
主
ヨ
え

と
い
う
た
組
織
的
整
備
を
進
め
と
い
る
亡
こ
れ
ら
の
対
応
や
組
織
は
い
ま

だ
に
緩
や
か
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
人
き
な
計
進
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
が
な
い
。

欧川連合の対テロ政箭の枠細み

こ
う

L
た
間
進
が
見
ら
れ
と
の
は
、
マ
ド
リ
y
ド
、
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ロ

に
よ
る
「
当
事
者
青
山

Jzrの
広
が
り
だ
け
で
在
く
、
い
ま
だ
い
続
く
民
荻
・

地
域
紛
争
の
一
プ
ロ
(
と
り
わ
り
パ
ス
タ
地
ん
な
じ
乙
」
や
、
欧
州
各
国
が
共

寸
~
L
て
抱
え
る
移
民
社
会
へ
の
対
凶
と
い
っ
た
忠
援
が
れ
が
あ
る
か
ら
と
い

え
る
。
実
際
、
ハ

C
七
午
に
は
五
八
一
一
件
の
一
ア
ロ
攻
撃
が
あ
り
、
一

C

四
刊
人
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
九
円
八
九
出
は
フ
ラ
ン
ス
ス
ベ
イ

ノ
州
国
に
お
け
る
分
離
主
義
者
の
一
ア
ロ
で
あ
り
、
四
件
の
み
が
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
に
よ
る
一
フ
円
「
あ
り
、
逮
捕
さ
れ
た
の
は

C

人
ご
あ
っ
た
。

ま
だ
こ
れ

2

り
の
逮
捕
占
的
ほ
土
ん
と
は

E
U
加
問
同
の
国
籍
を
持
っ
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
己
主
三
百
ご
三
二
九
三
2
5
5
z
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
r

-
)
う
し
と
間
坦
が
顕
'
仕
化
し
て
い
る
こ
と
が

R
U
L
ベ
ル
で
の
ア
円
対
処

の

E
安
住
へ
の
認
識
を
強
め
、
制
度
的
-
政
投
的
な
前
進
が
見
ら
れ
ド
た
?
と

い
え
よ
、
つ
c

し
か
し
、
そ
の
必
要
性
は
法
執
行
機
関
の
現
場
レ
ベ
ル
ぜ
は
必
ず

L
も

共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
り
具
体
的
な
対
応
を
進
め
れ
ば
進
め
る
ほ
ど
、

各
国
聞
の
差
異
が
川
明
ら
か
と
な
り
、
語
い
の
一
t
を
生
み
山
山
す
結
果
と
も

な
こ
て
い
る
。
テ
ワ
対
比
京
詞
笠
育
的
人
事
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ま
さ
に
そ

ろ
L
た
こ
と
が
象
猷
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

E
じ
に
お
け
る
一
ア
ロ
対
処
枠
新
み
の
構
法
は
、
将

来
的
な
多
夜
間
協
力
村
組
み
の
構
築
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
杭
論
付
け
る
-
」

と
は
で
き
る
だ
ろ
う
こ
各
一
週
レ
ベ
ル
で
の
対
処
を
お

義
的
な
対
応
と

L

つ
つ
も
、
各
凶
の
能
力
内
格
左
を
埋
め
合
わ
せ
、
必
要
な
場
介
は
各
凶
の

協
力
を
民
詰
J
9
る
こ
と
が
可
能
な
仕
組
み
を

m玄
L
、
で
さ
る
こ
と
か
ら

実ノ
h
L
て
い
く
、
と
い
う
占
向
性
は
、
法
制
反
が
異
在
る
直
々
が
協
心
す

る
唯
の
現
実
的
力
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に

E
じ
で
は
各
以
の
協
力

を
通
じ
て
テ
口
百
疑
者
を
述
抑
し
、
テ
ロ
を
未
然
に
防
い
ど
う
ス
も
あ

る
だ
け
に
、
こ
う

L
た
与
例
が
者
み
重
な
っ
て
い
け
ゴ
、
各
河
円
山
執
ノ
仁

被
問
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
よ
り
別
平
的
な
組
織
に
深
化
し
て
い
く

こ
レ
一
が
期
待
で
き
る
こ
重
注
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
各
凶
か
テ
ロ
対
処
協
心
的

必
要
性
に
対
す
る
認
誌
を
共
古

L
、
山
ハ
草
に
「
で
き
る
こ
と
か
ら
共
有

L
て
い
く
、
と
い
、
つ
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
ろ
、
つ
コ
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